
地
学
研
究
室
に
お
け
る
地
震
計
の
設
置
に
つ
い
て中

鳴
　
　
浩

（1）地学研究室における地震計の設置について

1
　
は
じ
め
に

　
昭
和
六
一
年
度
に
お
け
る
東
校
舎
改
修
工
事
の
際
に
、
各
研

究
室
の
部
屋
の
配
置
替
え
が
行
わ
れ
、
東
階
段
下
の
一
地
下
室

が
地
学
実
験
室
と
し
て
使
用
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
地
学
研

究
室
と
し
て
は
、
各
種
の
地
学
研
究
テ
ー
マ
の
中
で
、
比
較
的

実
生
活
に
も
関
係
深
く
、
ま
た
教
育
的
な
効
果
も
期
待
で
き
る

も
の
と
し
て
、
地
震
計
に
よ
る
地
震
観
測
研
究
を
行
う
計
画
を

立
案
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
本
観
測
地
点
の
よ
う
な
市
街
地
内
の
観
測
の
場
合
、

通
常
の
地
震
計
は
、
自
動
車
等
に
よ
る
振
動
の
影
響
が
犬
き
い

た
め
、
大
深
度
の
地
下
で
な
い
か
ぎ
り
設
置
は
不
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
地
点
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
強
震
計
」
を
導
入
す
る
二

と
と
し
た
。
強
震
計
は
、
通
常
の
体
感
地
震
か
ら
破
壌
的
な
強

震
に
至
る
ま
で
記
録
で
き
る
レ
ン
ジ
を
持
つ
地
震
計
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
実
際
に
地
震
振
動
の
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
る
機
会

は
比
較
的
少
な
く
な
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
は
地
震
学
の
研
究
に

と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
理
科
教
育
に
利
用
可

能
な
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
の
に
も
十
分
な
性
能
を
有
す
る
。

　
こ
の
計
画
の
概
要
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ω
改
修
工
事
の
際
に
、
振
動
関
連
の
環
境
を
特
に
考
慮
し
た
、

　
感
震
器
取
付
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ア
を
設
置
す
る
。

②
傾
斜
計
、
重
力
計
な
ど
の
各
種
の
地
殻
変
動
観
測
装
置
を
利

　
用
す
る
た
め
に
、
精
密
石
定
盤
を
設
置
す
る
。
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㈹
試
験
観
測
を
行
う
た
め
に
、
東
京
大
学
地
震
研
究
所
よ
り
強

　
震
計
を
一
台
借
用
す
る
。

ω
本
観
測
の
た
め
に
、
本
学
専
用
の
強
震
計
を
導
入
す
る
。

㈲
東
京
犬
学
地
震
研
究
所
付
属
強
震
計
観
測
セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ

　
ト
ワ
i
ク
の
一
環
と
し
て
、
共
同
観
測
に
参
加
す
る
。

　
現
状
に
お
い
て
は
、
以
上
の
各
項
目
を
達
成
し
て
い
る
が
、

今
後
の
計
画
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
項
目
が
考
え
ら
れ
る
。

㈹
強
震
計
出
力
に
バ
ソ
コ
ン
を
接
続
し
、
実
時
間
処
理
を
行
う
。

ω
前
記
強
震
計
観
測
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
テ
レ
メ
ト
リ
処
理
を
可

　
能
に
す
る
た
め
に
、
専
用
回
線
を
敷
設
す
る
。

⑧
首
都
圏
防
災
関
連
の
地
震
観
測
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、

　
デ
ー
タ
の
交
換
を
行
う
。

ω
重
力
計
に
よ
る
連
続
観
測
お
よ
ぴ
移
動
観
測
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
に
参
加
す
る
。

　
以
上
の
諸
作
業
の
他
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
観
測
地
点
の
諸
特
性
、
お
よ
び
本
学
周
辺
の
地

殻
の
特
質
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら

以
外
の
各
種
地
殻
変
動
観
測
（
傾
斜
計
や
G
P
S
な
ど
）
を
試

み
る
こ
と
、
も
必
要
で
あ
る
。

　
幸
い
に
も
、
東
校
舎
改
修
工
事
終
了
後
、
各
種
の
装
置
の
導

入
が
順
調
に
進
展
し
た
。
ま
た
い
く
つ
か
の
地
震
観
測
デ
ー
タ
．

も
得
ら
れ
た
の
で
、
今
回
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
に

つ
い
て
報
告
す
る
。
今
回
は
特
に
、
本
観
測
地
点
の
構
造
的
諸

特
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
　
　
2
　
各
種
装
置
の
概
要
と
、
そ
の
導
入
経
過

　
本
観
測
地
点
を
構
成
す
る
各
種
の
装
置
に
つ
い
て
、
以
下
に

そ
の
概
要
を
記
す
。

D
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ア

　
寸
法
は
、
東
西
方
向
一
九
〇
㎝
、
南
北
方
向
九
五
㎝
、
厚
さ

五
〇
㎝
、
で
あ
る
。
な
お
、
東
校
舎
の
建
物
の
固
有
振
動
の
影

響
を
遮
断
す
る
目
的
で
、
建
物
の
床
部
分
と
ビ
ア
部
分
と
の
問

に
約
一
〇
㎝
の
聞
隙
を
設
け
、
建
材
用
の
砂
を
充
填
し
た
。
ま

た
、
床
下
約
五
〇
㎝
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
東
校
舎
基
礎
工
事
に
用

い
た
と
み
ら
れ
る
岩
石
塊
の
層
が
露
出
し
た
の
で
、
ビ
ア
の
深

さ
は
五
〇
㎝
と
な
っ
た
が
、
傾
斜
等
に
関
す
る
安
定
性
、
お
よ

び
地
震
振
動
の
伝
達
性
に
関
し
て
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
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（3）地学研究室における地震計の設置について

ω
精
密
石
定
盤

　
関
ケ
原
石
材
（
株
）
製
の
も
の
で
、
寸
法
は
一
四
〇
×
八

五
×
三
〇
（
㎝
）
、
材
質
は
黒
斑
れ
い
岩
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
七

㎝
厚
の
セ
メ
ン
ト
と
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
ピ
ア
に
固
定
し
た
。

㈹
試
験
観
測
用
強
震
計

　
マ
ー
ク
ラ
ン
ド
電
子
工
業
（
株
）
製
の
、
D
A
C
S
l
L
シ

リ
ー
ズ
、
M
A
R
K
l
九
一
〇
0
1
A
D
I
で
あ
り
、
東
京
大

学
地
震
研
究
所
よ
り
借
用
し
た
。
本
機
は
、
感
震
部
と
記
録
部

と
に
分
か
れ
て
お
り
、
感
震
部
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ア
露
出
部

に
ボ
ル
ト
で
固
定
し
た
。
記
録
方
式
は
、
東
西
（
E
W
）
、
南
北

（
N
S
）
、
上
下
（
U
D
）
の
加
速
度
三
成
分
、
お
よ
び
時
刻
信

号
の
、
計
四
チ
ャ
ネ
ル
を
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
カ
セ
ヅ
ト
磁
気
テ
ー

プ
に
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
レ
イ
ト

は
、
六
〇
ポ
イ
ン
ト
／
秒
で
あ
る
。
時
刻
は
内
蔵
水
晶
時
計
に

よ
る
が
、
精
度
保
持
の
た
め
に
、
ラ
ジ
オ
の
報
時
信
号
や
J
J

Y
信
号
な
ど
で
随
時
較
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

ω
本
学
専
用
の
強
震
計

　
（
株
）
明
石
製
作
所
製
の
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
強
震
計
、
S
M
A
D

－
3
で
あ
る
。
機
器
の
構
成
、
据
え
付
け
の
方
法
、
記
録
方
式

等
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
も
の
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
が
、
サ
ン

プ
リ
ン
グ
レ
イ
ト
は
一
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
／
秒
、
ま
た
時
刻
の
較

正
に
つ
い
て
は
ラ
ジ
オ
の
報
時
信
号
を
自
動
的
に
識
別
し
て
内

蔵
時
計
を
較
正
す
る
方
式
と
な
っ
て
い
る
。
地
震
波
の
ア
ナ
ロ

グ
信
号
出
力
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
各
種
装
置
の
現
在
ま
で
の
設
置
の
経
過
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
度

一
九
八
六
年
度
末

一
九
八
七
年
　
六
月

一
九
八
八
年
　
五
月

一
九
八
八
年
　
九
月

一
九
八
九
年
一
二
月

東
校
舎
改
修
工
事
の
際
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ピ
ア
を
設
置
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ピ
ア
上
に
石
定
盤

を
設
置
。

試
験
観
測
用
強
震
計
（
D
A
C
S

－
L
）
を
設
置
。

本
学
専
用
の
強
震
計
（
S
M
A
D

－
3
）
を
導
入
、
設
置
し
、
並
行

観
測
を
行
う
。

時
刻
較
正
用
F
M
放
送
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
。

D
A
C
S
I
L
を
撤
収
、
東
京
学
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3

観
測
状
況

芸
大
学
の
観
測
点
へ
移
す
。

　
一
九
八
七
年
六
月
九
日
の
D
A
C
S
I
L
の
設
置
以
降
、
と

り
あ
え
ず
デ
ー
タ
処
理
の
完
了
し
た
一
九
八
九
年
三
月
六
日
ま

で
の
観
測
状
況
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
七
年
一
六
月
九
日
～
一
九
日
　
ノ
イ
ズ
多
く
誤
作
動
の

　
　
　
　
　
　
た
め
記
録
な
し
。

　
　
　
　
　
　
（
東
校
舎
北
側
道
路
地
下
の
下
水
道
工
事
の
た

　
　
　
　
　
　
め
か
？
）

　
　
　
　
　
　
六
月
三
〇
日
一
八
時
一
八
分
、
茨
城
県
南
西
部

　
　
　
　
　
　
地
震
（
M
1
1
五
・
一
）
を
記
録
。
各
種
動
作
が

　
　
　
　
　
　
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。

　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
～
八
月
二
八
日
、
正
常
に
動
作
。

　
　
　
　
　
　
七
月
＝
一
日
＝
二
時
三
二
分
、
茨
城
県
南
西
部

　
　
　
　
　
　
地
震
（
M
1
－
四
・
九
）
を
記
録
。

　
　
　
　
　
　
七
月
ニ
ハ
日
一
四
時
四
八
分
、
東
海
道
は
る
か

　
　
　
　
　
　
沖
、
深
発
地
震
（
M
H
六
・
五
）
を
記
録
。

　
　
　
　
　
　
八
月
二
九
日
　
停
電
の
た
め
、
内
蔵
時
計
停
止
。

一
九
八
八
年
．

九
月
一
日
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
。

九
月
一
日
～
一
〇
月
一
二
日
、
ノ
イ
ズ
の
た
め

異
常
動
作
。
記
録
な
し
。

一
〇
月
＝
百
～
二
一
月
三
一
日
、
正
常
に
動

作
。

一
〇
月
一
八
日
二
二
時
〇
七
分
、
神
奈
川
県
西

部
地
震
（
M
［
四
・
九
）
を
記
録
。

二
一
月
一
七
日
一
一
時
○
八
分
、
千
葉
東
方
沖

地
震
（
M
H
六
・
六
）
を
記
録
。

一
月
一
日
日
本
標
準
時
に
お
い
て
「
う
る
う

秒
」
に
よ
る
一
秒
遅
れ
が
行
わ
れ
た
が
、
内
蔵

時
計
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

一
月
一
日
～
三
月
二
〇
日
、
一
秒
進
み
の
ま
ま

正
常
動
作
。

三
月
一
八
日
〇
五
時
三
四
分
、
東
京
直
下
地
震

（
M
H
六
・
一
、
深
度
九
〇
㎞
）
を
記
録
。

三
月
二
〇
日
～
三
月
二
九
日
、
東
校
舎
配
電
設

備
工
事
等
の
た
め
、
停
止
。

三
月
三
〇
日
～
五
月
二
六
日
、
正
常
動
作
（
イ
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（5）地学研究室における地震計の設置について

九

八
九
年

　
ベ
ン
ト
は
特
に
な
し
）
。

＊
五
月
二
六
日
　
S
M
A
D
I
3
導
入
、
．
並
行
観

測
開
始
。

　
五
月
二
六
日
～
八
月
二
一
日
、
両
考
と
も
正
常

動
作
。

　
S
M
A
D
I
3
は
、
七
月
三
一
日
～
八
月
二
日

　
の
一
連
の
伊
豆
沖
地
震
、
お
よ
び
八
月
二
一
日

　
の
イ
ベ
ン
ト
を
記
録
。

　
D
A
C
S
l
L
は
後
老
の
み
記
録
。

　
八
月
＝
一
日
～
八
月
二
六
日
、
D
A
C
S
1
L

　
は
ノ
イ
ズ
多
く
異
常
動
作
。

　
　
（
コ
ネ
ク
タ
都
分
の
接
触
不
良
と
思
わ
れ
る
）

　
八
月
一
二
日
～
二
一
月
三
一
日
、
S
M
A
D
1

　
3
は
八
イ
ベ
ン
ト
を
記
録
。

　
D
A
C
S
I
L
は
ノ
イ
ズ
多
く
、
四
イ
ベ
ン
ト

　
の
み
。

二
月
一
日
～
三
月
六
日
、
D
A
C
S
－
L
は
や

　
は
り
ノ
イ
ズ
多
く
、
二
月
一
九
日
の
一
イ
ベ
ン

　
ト
の
み
記
録
。
S
M
A
D
l
3
は
、
三
月
六
日

　
　
　
　
　
　
銚
子
下
地
震
（
M
H
六
・
○
）
を
も
記
録
。

　
こ
れ
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
処
理
未
了
の
た
め

確
定
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
D
A
C
S
－
L
に
つ
い
て

は
、
磁
気
テ
ー
プ
の
走
行
状
態
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
一
九
八

九
年
一
二
月
三
日
の
撤
収
に
至
る
ま
で
誤
動
作
の
多
い
状
態
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
S
M
A
D
－
3
は
順
調
に
作
動

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

4

D
A
C
S
－
L
と
S
M
A
D
I
3
の
記
録
結
果
の

比
較

　
図
ー
に
、
一
九
八
九
年
二
月
一
九
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

の
、
D
A
C
S
l
L
㈲
お
よ
び
S
M
A
D
1
3
ω
の
記
録
結
果

を
示
す
。

　
図
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
両
老
の
記
録
は
よ
く
一
致
し
て

お
り
、
各
機
器
と
も
に
、
機
器
に
固
有
な
レ
ス
ポ
ン
ス
な
ど
は

存
在
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
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図1　同一のeY㎝tにおける，DACS－L（上）およぴSMAD－3（下）の記録の比較。

下の目盛りは，ユ目盛り1秒をあらbす。時問軸のスケールが上下でやや異なってい

るが，振動の様子はよく一致している。

l1l1llll

1

訂’

、、、、，，，、，、，、．一、．、’／・／、1 ll、，1莉w’
11　1舳、r1，r、、、／い

’川ザ…～’l　　　　　　　　　　　　　　　　I

川，川

1
lllllllllll1l1ll1l1lllllllllllllllllllllllllllllll1ll1l1ll1l 川111111 lllllllll

ぺ戸、＾い

lllllllll ll1

278



（7）地学研究室における地震計の設置について

5

S
M
A
D
－
3
の
記
録
か
ら
見
た
、

諸
特
性

観
測
地
点
の

　
S
M
A
D
－
3
の
記
録
結
果
は
、
前
出
の
強
震
計
観
測
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
バ
ソ
コ
ン
処
理
可
能
な
デ
ー
タ
に
変
換
さ
れ

る
。
そ
二
で
今
回
は
、
こ
れ
を
利
用
し
て
本
学
地
学
研
究
室
に

お
い
て
各
種
の
デ
ー
タ
処
理
を
行
い
、
本
観
測
地
点
（
サ
イ
ト
）

の
建
造
物
等
の
影
響
に
よ
る
固
有
振
動
（
レ
ゾ
ナ
ン
ス
）
な
ど

の
諸
特
性
の
検
討
を
行
っ
た
。

　
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

5
－
1
　
一
九
八
八
年
八
月
二
一
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
千
葉
県
南
部
を
震
源
と
す
る
、
M
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
五
・
三
の
地
震
で
あ
っ
た
。
図
2
の
よ
う
に
、

水
平
動
の
N
S
（
南
北
）
・
E
W
（
東
西
）
両
成
分
と
も
P
波

（
初
期
徴
動
）
が
明
確
に
識
別
さ
れ
る
。
そ
の
継
続
時
問
は
約

一
〇
秒
で
あ
り
、
理
論
的
な
値
と
よ
く
一
致
す
る
。
ま
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
規
模
の
大
き
い
遠
方
の
地
震
に
特
徴
的
な
、
長
時

問
の
ゆ
っ
く
り
し
た
振
動
が
現
れ
て
お
り
、
建
物
の
共
振
の
よ

う
な
比
較
的
長
周
期
の
レ
ゾ
ナ
ン
ス
の
検
討
に
適
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
図
の
よ
う
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
大
の
揺
れ
は
数
寝
－
で

あ
り
、
震
度
で
n
か
ら
m
、
い
わ
ゆ
る
軽
震
か
ら
弱
震
程
度
と

い
え
る
。
今
回
の
S
M
A
D
－
3
に
よ
る
デ
ィ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

で
は
こ
の
ほ
か
、
一
九
八
八
年
九
月
二
九
日
、
お
よ
ぴ
一
九
八

九
年
二
月
一
九
日
に
同
程
度
の
震
度
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
が
、

以
下
の
検
討
で
は
二
れ
ら
を
比
較
の
対
象
と
し
て
利
用
し
つ
つ
、

主
に
図
2
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
。

5
－
2
　
水
平
動
に
お
け
る
P
波
の
振
動
ス
ベ
ク
ト
ル

　
図
2
の
よ
う
に
、
N
S
，
E
W
の
各
水
平
動
成
分
に
は
、
振

幅
は
小
さ
い
が
明
確
な
P
波
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
例

で
も
同
様
で
あ
る
。
上
記
の
三
例
の
振
動
成
分
に
つ
い
て
、
P

波
の
約
五
秒
間
の
デ
ー
タ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
図
3
に
示
す
。
な

お
、
今
回
は
レ
ゾ
ナ
ン
ス
の
存
在
等
を
検
討
す
る
目
的
で
あ
る

の
で
、
図
の
縦
軸
は
弩
巨
旨
胃
＜
ω
g
－
①
と
し
た
。

　
図
3
か
ら
明
ら
か
に
よ
う
に
、
三
例
の
イ
ベ
ン
ト
す
べ
て
に

共
通
す
る
よ
う
な
特
定
の
レ
ゾ
ナ
ン
ス
は
存
在
し
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
建
造
物
等
の
影
響
に
よ
る
レ
ゾ
ナ
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橋論叢 第106巻 第3号　（8〕
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一橋論叢　第106巻　第3号　（10）

図4　水平動主要動約10秒間のデータのスペクトル。eventについては，図3と同
じ回

（・）

（b）

（C）

（d）

NS

EW

NS

1

EW

（e）

（
f
）

EW

1　　2　　3 4　5・／・
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（11）地学研究室における地震計の設置について

ン
ス
は
む
し
ろ
主
要
動
の
後
に
顕
薯
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
二
で
は
詳
細
な
検
討
は
省
略
す
る
。
た
だ
し
、
図
3

に
見
ら
れ
る
各
ス
ベ
ク
ト
ル
成
分
は
い
ず
れ
も
有
意
で
あ
り
、
．

こ
れ
ら
を
震
源
の
状
況
や
地
下
構
造
な
ど
と
の
関
連
で
詳
し
く

検
討
す
る
こ
と
が
、
今
後
必
要
で
あ
る
。

5
－
3
　
水
平
動
・
上
下
動
成
分
に
お
け
る
振
幅
の
大
き
い
部

分
の
ス
ペ
ク
ト
ル

　
水
平
動
・
上
下
動
各
成
分
に
つ
い
て
、
振
幅
の
最
大
の
部
分

を
含
む
約
一
〇
秒
間
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ス
ベ
ク
ト
ル
解
析

の
結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
図
4
、
図
5
に
示
し
た
。
水
平
動
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
S
波
の
開
始
か
ら
一
〇
秒
間
で
あ
る
が
、
上

下
動
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

な
お
、
上
下
動
に
つ
い
て
は
、
前
記
三
例
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、

一
九
八
八
年
九
月
二
九
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
比
較
し
た
。

　
結
論
的
に
は
、
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
特
定
の
周
波
数

の
ス
ペ
ク
ト
ル
成
分
は
見
ら
．
れ
ず
、
少
な
く
と
も
観
測
値
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
レ
ゾ
ナ
ン
ス
は
存
在
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
付
言
す
れ
ぱ
、
水
平
動
に
比
較
し
て
上
下
動
は
高
周
波

成
分
に
片
寄
っ
た
ス
ペ
ク
ト
ル
分
布
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
サ
イ
ト
お
よ
ぴ
そ
の
周
辺
の
レ
ス
ポ
ン
ス
と
の
関
連
で
、
今

後
の
興
味
あ
る
検
討
テ
ー
マ
で
あ
る
。

5
－
4
　
主
要
動
後
の
残
存
振
動
成
分
の
ス
ペ
ク
ト
ル

　
図
2
の
各
成
分
の
振
動
波
形
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
要
動

と
し
て
の
振
幅
の
大
き
い
振
動
が
一
〇
数
秒
続
い
た
後
、
比
較

的
安
定
し
た
残
存
振
動
が
数
十
秒
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

振
動
は
、
も
ち
ろ
ん
地
震
に
よ
る
振
動
本
来
の
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
、
ま
た
大
き
な
振
動
の
後
に
続
く
部
分
で
あ
る
だ

け
に
、
一
部
に
サ
イ
ト
の
レ
ゾ
ナ
ン
ス
に
よ
る
振
動
が
含
ま
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
の
ス

ペ
ク
ト
ル
を
図
6
、
図
7
に
示
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
分
は
、
図

4
、
図
5
と
同
様
で
あ
る
。
前
項
の
結
果
に
比
べ
て
、
バ
ワ
ー

が
低
周
波
の
部
分
へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
S

　
ま
ず
、
ニ
ソ
以
上
の
比
較
的
高
周
波
の
成
分
に
つ
い
て
は
、

前
項
と
同
様
に
顕
著
な
共
通
ス
ベ
ク
ト
ル
は
見
ら
れ
ず
、
や
は

り
特
定
の
レ
ゾ
ナ
ン
ス
は
存
在
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
一
ψ
程
度
の
低
周
波
成
分
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
ピ

ー
ク
周
波
数
に
や
や
ぱ
ら
つ
き
が
あ
っ
て
特
定
す
る
の
は
困
難

283



一橋論叢　第106巻　第3号　（12〕

図5上下動の振幅の大きい部分の約10秒問のデータのスペクトル。（a〕、（b），（d）の

eventについては，それぞれ図3の各eventに対応するが（・）は1988年9月29日のも

のである。

S／C654321

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

a
　
　
　
　
　
　
　
L
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（
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）

C
　
　
　
　
　
　
」
O

、
（
　
　
　
　
　
　
（

で
あ
る
が
、
約
一
・
一
ψ
付
近
に
一
つ
の
共

通
項
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
水
平

動
・
上
下
動
の
両
老
に
も
共
通
し
て
い
る
が

仮
に
建
造
物
に
よ
る
レ
ゾ
ナ
ン
ス
を
考
え
た

場
合
、
両
老
に
共
通
す
べ
き
必
然
性
は
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
共
通
項
は
今
回
の
デ
ー
タ
の
み
で
は
ノ

イ
ズ
レ
ベ
ル
以
下
の
バ
ワ
ー
で
あ
り
、
今
後

の
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
っ
て
さ
ら
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

6

お
わ
り
に

　
今
回
の
報
告
は
、
地
学
研
究
室
の
地
震
計

に
関
す
る
最
初
の
報
告
で
あ
る
の
で
、
地
震

系
の
導
入
経
過
、
機
器
の
概
要
、
サ
イ
ト
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
主
に
ま
と
め
た
。

　
特
に
、
一
九
八
九
年
二
月
ま
で
に
取
得
さ

れ
た
デ
ー
タ
の
解
析
の
結
果
、
機
器
が
正
常

に
作
動
し
て
お
り
、
ま
た
サ
イ
ト
に
つ
い
て
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（13）

図6

様。

地学研究室における地震計の設置について

水平動の残存振動の部分約10秒間のデータのスペクトル。eventは図3と同

（・）

（b）

（・）

（d）

（e）

NS
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NS

EW

NS

（f）
EW

1　2　3　4　5　6　c／s
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一橋論叢 第106巻 第3号　（14〕

図7上下動の残存振動の部分約10秒間のデータのスベクトル。eventは図5と同
様。
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（

も
特
に
異
常
な
レ
ゾ
ナ
ン
ス
を
持
た

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、
得
ら

れ
た
地
震
波
デ
ー
タ
を
他
所
の
も
の

と
比
較
し
つ
つ
本
サ
イ
ト
の
特
徴
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

が
、
同
時
に
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
首
都
圏
の
地
震
観
測
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
た
め

に
諸
設
備
の
整
備
を
行
う
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

　
　
　
謝
辞

　
　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
東

　
京
大
学
地
震
研
究
所
付
属
強
震
計
観

　
測
セ
ン
タ
ー
の
工
藤
一
嘉
博
士
、
坂

　
上
実
技
官
両
氏
に
、
地
震
計
の
設
置
、

　
デ
ー
タ
の
集
約
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面

　
で
多
犬
の
援
助
を
頂
い
た
。
こ
こ
に

　
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、

　
東
京
学
芸
犬
学
教
育
学
部
の
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崎
謙
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介
助
教
授
に
は
今
回
の
計
画
全
般
に
わ
た
っ
て
適
切
な
助
言
を
頂

い
て
お
り
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
石
定
盤
の
設
置
に

当
た
っ
て
は
、
国
立
天
文
台
水
沢
観
測
セ
ン
タ
ー
の
坪
川
垣
也
博

士
か
ら
貴
重
な
る
助
言
を
頂
い
た
こ
と
を
、
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
報
告
し
た
い
。
各
機
器
の
導
入
に
あ
た
っ
て
、
一
橋
犬
学
事
務

局
の
関
係
各
氏
に
尋
常
で
な
い
御
手
数
を
か
け
た
こ
と
を
付
言
す

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）

（15）地学研究隻における地震計の設置について
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